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1. 本研究は大分大くじ ゅう総合学術調査 の一環 とし

て〈 住民の生活一 家庭生活〉について調査し た結果に対

し ての再調査である。変ぼ うする農村 と家庭生活，農家

生活の現状－ その実態 と問題点 のい くっ かをあげ るこ と

ができたが究極に，農業生産問題に追 われて の く家庭生

活不在〉の表現に とどま った。家政学はこれ を主題 とし

その実態，要因を明らか にすべきであ ると考 え，家庭生

活について の認識，そ の核 となる家族意識 を家庭経営 の

状態 と関連して みるこ とにし た。　　　，

2.　調査対象を くじ ゅう飯田地区婦人学級 とし た。こ

れを漁村部，都市部旧市街住宅地,新市団地 と比較し た。

婦人学級学習集会 でのアンケートを資 料とし た。

３． ０ ）< 家庭生活不在〉 の状 態は 農村 だけ でない

こ と。

（ii） 農村のみでなく生産性向上 につい て漁村 都市そ

れぞれに問題を抱 えてい る。
（iii） 入試体制，消費革命，生活革 新,貯蓄 推進等く期

待される〉人 間像や家庭 像が示 されてい る今日の世の中

を暮 すために，家庭生 活みずからの目的機 能を認 識ナる

核となる家族意識 の自覚と社会 科学認識が必要であるこ

と， それを基盤 とし て家 庭の経営管 理がな されるべきこ

とを主張し たい。


